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論文内容の要旨
歯冠補綴の目的は，歯牙の解剖学的形態と生理学的機能および審美性を正常に回復し，その状態を
長期にわたって維持することである。このためには，支台歯に対する補綴物の良好な適合性を得るこ
とが最も重要な要件のひとつである。
金属焼付ポーセレン冠は，全部鋳造冠とポーセレンジャケット冠の長所を合わせ持つ点で優れた補
綴物として，広く臨床に用いられている。しかるに，この冠装着後に伴なう歯頚部歯肉の変色や炎症
などの不都合な点が臨床においてとりあげられ，その原因を究明するための研究段階として，冠の適
合性の問題が大きくクローズアップされるに至ったD
なお，全部鋳造冠の適合性に関しては，すでに多くの事実が明らかにされている。しかし，金属焼
付ポーセレン冠は，陶材焼付けを行なう点で全部鋳造冠とは本質的に異なっており，その適合性につ
いて未だ十分に解明されていない。
そこで本研究は，支台歯に対する人工歯冠の良好な適合条件を確立することを目的として，金属焼
付ポーセレン冠について，鋳造， deg，αssing， 陶材焼付け，セメント合着にわたる各操作過程における
適合度の変化を究明し，歯頚部辺縁形態ならびに陶材被覆形態の差異が冠の適合性に及ぼす影響を検
討するとともに，陶材焼成により発生する応力および、唇側辺縁部の変形抵抗性について検討を加へた
ものである。
試料は，臨床的に使用頻度の多い上顎中切歯の金属焼付ポーセレン冠を対象とした。支台歯歯頚部
辺縁形態は shoulder type , beveled shoulder type , chα:mfer type の 3 種類，冠の陶材被覆形態として
veneer type , full bαke type の 2 種類，合計 6 種類の組合せとした。なま)'，支台歯には epoxy 樹脂，金
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属は KIK ， 陶材は Ceramco を使用した。
鋳造後， deg，αssing 後，陶材焼付け後，セメント合着後の適合性を検討するため，各過程ごとに試料
を正中切断し，切断面における冠と支台歯聞の間隙量を万能投影機で測定した。測定部位は，唇側歯
頚部 2 か所，側壁部 4 か所および切端部の計 7 か所を選定した。陶材焼成に伴なって発生する応力の
測定用試料として，冠の実験と同一の金属および陶材を用い，金属平板に陶材を焼付けたものを使用
した。測定には，歪ゲージを金属面に貼付して使用し，フッ化水素酸内で、陶材を遂次除去することに
より生じるひずみ量の変化から，陶材内の残留応力を求めた。また，唇側辺縁部の変形抵抗性につい
ては，有限要素法により，本実験使用の 3 種類のコーピングの唇舌的矢状断面の相似拡大図を要素分
割モデルとして使用し，辺縁部の一定荷重に対する変位量を求め，辺緑形態別の変形抵抗性を算出し
。
た
その結果つぎのことが明らかとなった。
1.各操作過程における変化:鋳造後，鋳造収縮によると考えられる間隙量が認められ，唇面歯頚外
縁部の間隙量が最も大きかった。 degαssing 後の間隙量は，鋳造後に比べやや小さくなった。この変化
は，主に鋳造応力の解放によるものと考えられる。さらに，陶材焼成後の間隙量は ， degαssing後に比
べ明らかな増大を示した。これは陶材焼成により冠の変形が生じたためと推定される口
2. 歯頚部辺縁形態の違いによる間隙量の差は，製作過程を通じて主に唇面歯頚部で認められ，陶材
被覆形態の違いによる間隙量の差は，主に側壁部で認められた。
3. 唇側辺縁部における間隙量について，辺縁形態別に比較すると ， shoulder type の間隙量は鋳造後
すでに他 2 者に比べて最も大きく，セメント合着による浮き上がりが最も大きかった。 chαmfer type 
の間隙量は，陶材焼成後著しく増大し，セメント合着後では shoulder type についで大きいことが認め
られた。 beveled shoulder type の間隙量は，鋳造後からセメント合着後まで最も小さかった。
4. 側壁部の間隙量について，陶材被覆形態別に比較すると ， full bαke type は veneer type に比べて
間隙量が小さく，適合度の良好なことが判明した。この差異は，コーピングの形態差にもとずく冠の
変形のちがいとして鋳造後すでに生じており，セメント合着後も同様の傾向として認められた。
5. 陶材焼成により生じる応力の残留が確かめられた。この残留応力は，陶材焼成後における鋳造体
の変形を生じる大きな要因と推定される。
6. 陶材焼成後における唇面歯頚外縁部の間隙量の測定結果からみて shoulder type, beveled shoulder 
type に比べ， chα:mfer type の方が変形を受けやすいことが推測された。
7. 有限要素法によると，唇面歯頚部辺縁形態別では ， chαmfer type が最も変形しやすく，ついで，
shoulder type , beve led shoulder type の順であった。
以上の結果，金属焼付ポーセレン冠の適合性に対して，陶材焼付けによる冠の変形が大きく関与し
ていることが判明した。つぎに，製作過程における冠の変形を少なくして適合度を良好にするために
は，歯頚部辺縁形態は ， shoulder type むよび chamfer type よりも ， beveled shoulder type にする方が
良く，陶材被覆形態は ， veneer type よりも full bake type にする方が良いことが明らかとなった。さ
らに，冠辺縁部におけるセメント層の厚さを小さくし，適合を良好にするためには，現在多く用いら
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れている shoulder type は良くないことが石在認された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，従来解明されていなかった，金属焼付ポーセン冠の各製作過程における適合性の変化を
究明するとともに，冠の適合性を左右する要因について検索したものである。
その結果，金属焼付ポーセン冠の適合性に対して，陶材焼付けに伴って発生した残留応力による冠
の変形が大きく関与し，歯頚部辺縁形態ならび、に陶材被覆形態の差異による影響が存在することが明
らかになった。
これらは，金属焼付ポーセレン冠の適合性に関する問題点とその対策の根拠とをはじめて明らかに
し，さらにこのものの改善を推進するための手掛りを与えた臨床上重要な知見であって，本研究は価
値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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